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ニュースポーツは 

いつでも 

だれでも 

気軽にできます！ 

 いつでも、誰でも、気軽にできる『ニュースポーツ』を紹介します。 

 この冊子に掲載しているニュースポーツの用具は、生涯学習課（中央公民館内）にあり 

ます。巻末の「ニュースポーツ用具借用申請書」を提出すれば、いつでもお貸しすること 

ができます。 

 詳しく知りたい方は、生涯学習課（中央公民館）までお問い合わせ下さい。 

問い合わせ先 

白石市教育委員会生涯学習課スポーツ振興係（白石市中央公民館内） 

〒989-0206 白石市字寺屋敷前25-6 

ＴＥＬ ０２２４－２２－１３４３ ０２２４－２６－２４５３ 

ＦＡＸ ０２２４－２４－５３７７ 
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タ グ ラ グ ビ ー

どんなスポーツ？ 

タグラグビーは、タックルのないラグビーです。プレイヤーは腰にベルトをし、左 

右にマジックテープで２本のタグ（リボン）を着け、楕円形のボールを使い、自由 

にコート内を走り回り、ゴールへ走り込むニュースポーツです。 

用 具  専用ベルト、タグ（１人２本）、楕円形ボール 

場 所  屋外、屋内どちらも可 

人 数  ４人～５人 

進め方  ラグビーよりも小さいコートを作り、タッチライン、ゴールライン、ゴールを作

ります。チーム毎に分かれ、攻める側はボールを抱えて走ったり、パスをしなが

ら前へ進み、ゴールを目指します。守る側はボールの持っているプレイヤーのタ

グを取り、攻められないようにします。 

◎ルール◎ 

・相手のゴールの中に走り込んでボールを置けば「トライ」で１点です。 

・パスをするとき、ボールを前に投げることはできません（スローフォワード）。但し、真横への 

パスはＯＫです。 

・ボールを持って走ってくるプレイヤーの前進を、守る側のプレイヤーはタグを取ることで止める 

ことができます（タグ）。タグを取った守りのプレイヤーはタグを頭上に指し示し、大きな声で 

「タグ」とコールします。取られた攻めのプレイヤーは、ボールをパスをしなければなりません 

（３歩、３秒以内が目安）。 

尚、この際タグを取ったプレイヤーはタグを返すま 

で、取られたプレイヤーは返してもらったタグを着け 

るまでゲームに参加できません。 

・ボールをもったプレイヤーがタッチラインを踏んだり 

超えたりした場合は、その位置から相手チームのフリ 

ーパスで再開します。 

・身体への接触行為は全て禁止です（タグを取りにくる 

手を払う、相手を突き飛ばす・つかむ等） 

・地面にあるボールへのダイビングは禁止です。立った 

ままプレーします。 

〈ゲームに慣れてきたら下記ルールも入れてみよう！〉 

・パスを取り損ねてボールを前に落としてはいけません（ノックオン） 

・タグが起こると守る側のプレイヤーにとってタグが起きた地点に生まれるオフサイドラインより 

前の範囲は、プレーできません（オフサイド） 

・タグの回数を５回と決め、攻守交代させてください。 
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ス ポ ー ツ チ ャ ン バ ラ

どんなスポーツ？ 

スポーツチャンバラは、誰でも遊んだ経験があるチャンバラを、防具をつけ、エアー

の入った刀を使って自由に打ち合うスポーツです。 

用 具  専用エアーソフト剣（長剣、小太刀、短刀、槍、なぎなた等）、専用面 

場 所  屋内 

人 数  個人戦、団体戦（３人１組）他 

進め方  エアーソフト剣と面を着け、赤・白に分かれる。決められたコートの中でチャン

バラを行い、戦います。 

◎ルール◎ 

・３分間、１本勝負（又は、３本勝負）延長２分間 

・相打ちは両者負けとなる。但し、３本勝負の場合 

は、双方が１本ずつ取ったことになり、１本勝負と 

して試合を行う。 

・エアーソフト剣は、双方同種類のもので戦う。 

・試合コートは６～７ｍの長方形の試合コートにて  

実施 

・決勝戦は３本勝負としてもよい 

・エアーソフト剣を持っていない手で受ける事を「 

かばい手」といい一度のみ許される。かばいては「 

かばいて」と審判が警告し、警告を受けた選手は、 

腰辺にその手を固定して試合を続行する。尚、二度 

目は使えないため、使った場合は１本とされる。 

・審判は１試合３名とする。その他、検査役を１名配置する。 
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ド ッ チ ビ ー

どんなスポーツ？ 

ドッチビーは、ゲーム形式やルールは基本的にドッチボールと同じですが、ボール 

の変わりにウレタン製のフライングディスク（フリスビー）を使用し行うスポーツ 

です。 

用 具  専用ディスク（ウレタン製フライングディスク《フリスビー》） 

場 所  屋内、屋外共に可（但し、専用ディスクが軽いことから、風等の天候に左右され

ない屋内が望ましい） 

人 数  １チーム１３人（選手登録は１５人まで）《公式ルールによる》 

進め方  代表者がジャンケン（正式規則では「フリップ《コイントスのようにディスクを

空中に投げること》というディスク競技独特の方法により行う」をしてディスクの

所有権とコートを決め、チーム毎に内・外野へ分かれ、ゲームを開始する。 

◎ルール◎ 

 ・バレーボールのコートでも代用できます。 

・顔や爪先など、体のどの部分にディスクが当た 

ってもアウトとなります。 

 ・内・外野の配置人数は自由ですが、内・外野共 

に１名以上配置しなければならない。 

 ・ディスクを投げる時間は、５秒以内でキャッチ 

したプレイヤーが投げなければなりません。 

 ・外野プレイヤーが相手の内野プレイヤーをアウ 

トにした場合は、すぐに内野に入らなければな 

りません（後から入ることはできません）。 

 ・１回のスローで同一チームの内野プレイヤーが 

連続でディスクに触れた場合は、それらのプレ 

イヤーは全てアウトとなります。 

 ・地面を転がったり、滑ったりしているディスク 

は完全に自陣コートに入り込んだとき取ること 

ができます（相手コート内にあるディスクを手や足を伸ばして取ることはできません）。但し、 

空中にあるディスクはラインを踏まない限り、取ることが可能です。 
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シ ャ フ ル ボ ー ド

どんなスポーツ？ 

シャフルボードは、細長いコート（約２ｍ×１６ｍの薄いマット）の上をキュー（ 

細長い棒）でディスク（円盤）をシュートするスポーツです。コート前方にあるス 

コアリングダイアグラムに記してある点数（三角形）を狙い得点を競い合います。 

用 具  シャフルボードコート、キュー（細長い棒）、ディスク（黄・黒各４枚） 

場 所  屋内（１７ｍ以上確保できる体育館等） 

人 数  団体戦、個人戦とも可（通常は２人対２人or １人対１人が望ましい） 

進め方  ジャンケンで先攻、後攻を決める。先攻は黄色のディスク、後攻は黒色のディス

クをそれぞれコートの－１０位置の右側に黄色４枚、左側に黒色４枚を線に触れな

いよう並べる。先攻、後攻交互にスコアリングダイアグラムを狙って、キューでシ

ュートする。８枚全てのディスクがシュートされるとスコアリングダイアグラムに

て審判の他、両者確認のもと点数を数え、１フレームが終了となる。第２フレーム

は、第１フレームの反対側より行い、第１フレーム後攻だった黒が先攻となり、フレ

ームごとに先攻・後攻を入れ替える。通常勝敗はフレーム数またはポイント数を定め

て先取したほうが勝ち。

◎ルール◎ 

・スコアリングダイアグラムに入っているディスク 

 が少しでも線に触れている場合は、ノーカウント、 

－１０に入ったディスクは１０点減点。 

・先攻は常に右側からディスクをシュートする。 

・相手のディスクを狙い、当てたりすることができ 

るため様々な作戦を講じることができる。 

シャフルボード大会のようす 

毎年１２月に市民・小学生シャ

フルボード大会を開催してい

ます。 

ぜひご参加ください！ 
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キ ン ボ ー ル

どんなスポーツ？ 

キンボールは、決められたコート内において、１チーム４人、３チームでプレーし 

１２２cmの大きなボールをサーブやレシーブを繰り返し、失敗したら他チームに 

得点が与えられるスポーツです 

用 具  キンボール、ゼッケン（ピンク、ブラック、グレー）、スコアボード、 

ストップウォッチ 

場 所  屋内 

人 数  ４人 

進め方  各チームのメンバーは、チームカラー（ピンク、ブラック、グレー）を決め、ジ

ャンケンでサーブ権を決める。サーブするチーム以外は守備につき、サーブチー

ムの１人が必ず「オムニキン・・・（・・・はチームカラー名を言う）」と言い、

指定された色のチームは床に落ちないようレシーブする。レシーブの際、３人目

がボールに触れたらその場からボールを動かしてはならない。また５秒以内にヒ

ット（手や腕でボールを打撃すること）しなければならない。反則やプレーに失敗

があったチーム以外には各１点が与えられます。 

◎ルール◎ 

・ゲーム時間は３ピリオドマッチで各ピリオド１５分 

にて行う（人数によってゲーム時間を短くしても可）。 

勝敗は３ピリオドの総得点で競う。 

・２ピリオド目からは最も点数の低いチームがヒット権を与えられ、 

ゲームを開始する。 

・１人目がレシーブのためにボールを触れてから１０秒以内に３人目が 

ボールに触れなければならない。 

・レシーブに失敗した場合は、その場所からサーブし、ゲームを再開する。 

・１人のプレイヤーが続けて２回ヒットできない。 

・オムニキンとレシーブチームの色は別々のプレイヤーがコールしてもよいが、２人以上のプレイ 

ヤーが同時にコールしてはならない。 

・ボールは上又はまっすぐに向かって飛ばし、ボールの直径の１．５倍以上飛ばさなければならな 

い。 

・レシーブする際は、ナイロンカバーや口の部分をつかんではならない。 
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グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ

どんなスポーツ？ 

グラウンド・ゴルフは、決められたスタート位置から専用クラブでボールを打ち、 

スタートから１５～５０ｍ離れたホールポスト（ゴール）へ何打で入れることがで 

きるかを競うスポーツです。 

用 具  ボール、専用クラブ、ホールポスト、スタートマット等 

場 所  運動場、河川敷等広いところやテニスコート等狭いところでも可。屋外でするこ

    とが多い。コースの標準は８ホール。 

人 数  団体戦、個人戦とも可 

進め方  ジャンケンで打順を決め、勝ったプレイヤーから順番にスタートマットにボール

を置き、専用クラブでボールを打つ。 

      ２打目以降はホールポストに遠いプレイヤーから順にプレーする。ボールがホー

ルポストの中に入ったら、そのホールは終了（ホールポストに入ることを「トマリ」

という）通常８ホールを回り、総打数の少ないプレイヤー（チーム）が勝者となる。

合計打数が同数のときは、最小打数の多いプレイヤーを上位とする。

◎ルール◎ 

 ・ボールは、あるがままの状態で打つ。 

・１打でボールを２回打ったときは２打と数え、 

空振りは打数に数えない。 

 ・ボールがコース外に出たときは１打プラスし、 

動かしたその位置からできるだけホールポスト 

に近づけないで、プレイ可能な箇所にボールを 

置いて次打を打つ。 

 ・競技中に練習したときは、１打プラス。 

 ・ショットしたボールが他のプレイヤーのボール 

に接触した場合、ショットしたプレイヤーのボ 

ールは止まった位置からプレイを続ける。接触 

されて移動したボールは元の位置に戻しプレイ 

する。風によって動いたボールは止まった位置 

からプレイする。 

 ・他のプレイヤーの玉がプレーの妨げになるとき 

は、一時的に取り除くことができ、この際マー 

クをして取り除かなければならない。 

・１打目でホールポストに入ったら（ホールイン 

ワン）、そのプレイヤーの最終合計打数から３打引く。 

《例) 8ホール総打数40打 ホールインワン2回（-6） 40-6＝34》 

毎年６月に市民グラウンドゴ

ルフ大会を開催してます。参

加してみませんか？？？ 
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サ ー ク ル ジ ャ ン プ

どんなスポーツ？ 

サークルジャンプは、サークルの中心部に専用ロープの回し役が入り、ロープを反 

時計回りにまわす。メンバーが１人づつサークルに入ってジャンプし、回数を競う 

スポーツです。 

用 具  専用ロープ 

場 所  屋内(体育館等) 

人 数  通常１チーム８人（うち１人はロープの回し役） 

進め方  サークルの中心部に専用ロープの回し役が入り、ロープを反時計回りにまわす。

回転し始めたら、１番目の人がサークル内に入り、ロープの上をジャンプし、１周

するごとに１人づつ中に入っていく。全員サークル内に入ったら、カウントを始め、

基準は最後にジャンプしている位置とする。最高記録がそのチームの記録となる。

◎ルール◎ 

 ・競技時間は３分間とし、時間内で失敗した場合 

は何回でもチャレンジすることができ最高記録 

がそのチームの記録となる。 

・競技時間（３分）を過ぎても飛び続けている場 

合は、失敗するまで競技を続けることができ、 

失敗した時点で競技終了となる。 

・競技時間内での回し役とジャンプするプレイヤーの交代、作戦タイム、休憩はしてもよい。 

・サークル内でのジャンプをしなかったときや順番が守られなかったとき、またロープ１周につ 

き２人以上入ったときは最初からやり直しとする。 
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ペ タ ン ク

どんなスポーツ？ 

ペタンクは、小さなビュット（目標球）を投げ、ボール（ペタンクボール）を投げ、

ビュットに近づけることを競い合います。 

用 具  ボール、ビュット、メジャー、得点板 

場 所  屋外、屋内どちらも可（白石では室内用ペタンクがあります） 

人 数  ３人対３人 

進め方  ジャンケンでビュットを投げる権利と先攻、後攻を決める。先攻チームがスター

ト地点を定め（３５～５０cm）の円を描く（投球サークル）。先攻チームはサー

クルからビュットを投げ、ポイントを決定し、ボールを先攻、後攻互いに投げ、

１３点先取したチームが勝ちとなる。 

◎ルール◎ 

・チーム内の投球順番は自由。 

・ビュットは６～１０ｍの距離に投げる。ビュット 

が６ｍ以下、１０ｍ以上の場合は無効となり、投 

げ直す。３回無効が続いたらビュットの投げる権 

利が移る。 

・先攻チームからビュットの近くに止まるよう投げ 

る。次に後攻チームがビュットの近くに止まるよ 

う投げる。両チームが１球づつ投げ終えた後どち 

らのボールがビュットに近いかを確認する。遠い 

方のチームは相手チームよりビュットに近づくよ 

うに投げる。１球で近づかなければ、近づくまで 

次々と投げ続ける。 

・味方チームのボールをビュットに１番近く配置さ 

せたチームが勝ち。得点は、負けたチームのボー 

ルの中でビュットに１番近いボールより、さらに 

ビュットに近いところにある勝ちチームのボール 

の数で決める。 
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囲 碁 ボ ー ル

どんなスポーツ？ 

囲碁ボールは、４９個の目（穴）がある囲碁ボールマットを使い、決められた位置 

からスティックでボールを打ち、目（穴）に入れ、点数を競い合うスポーツです。 

用 具  囲碁ボールマット、ボール（白・黒各１０個）、スティック 

場 所  屋内(自動車１台分のスペースがとれる体育館等) 

人 数  通常シングルス、ダブルス、トリプルス（変則的な人数でも可） 

進め方  トスで先攻を決め、先攻が黒ボール、後攻が白ボールを使用し、交互に目（穴）

を狙って打ちます（試合が終わるまでボールの色は変わらない）１０個全て打ち終

わったら目（穴）に入っていないボール（アウトボール）を取り除き、目（穴）に

入ったボール（セーフボール）の得点を数えます。得点のいいチームが次試合の先

攻となり、同様にスタートします。通常３０分以内に５局（回）行い、これを１試

合とし、合計した得点が高いプレイヤー（チーム）が勝者となります。 

◎ルール◎ 

・セーフボールは、ボールが目（穴）の底につい 

ていなければならず、ついていないボールは全 

てアウトボールとなります。 

・停止しているボールに打ったボールが当たって 

も反則ではありません（当ててセーフボールを出 

すことも可）。 

・１局（回）ごと得点を数え、得点の良いチーム 

が次局（回）の先攻となる。 

・得点はライン得点とポイント得点があります。 

ライン得点は自分（チーム）のボールがたて、よこ、ななめのいずれかの目（穴）に３つ以上並 

んだときのことをいいます。並んだ数を「目」といい、できた組数を「連」といいます。例えば 

３つ並んだのが２組あれば「３目２連」といいます。 

但し、６目以上は得点になりません。ライン得点が同じ場合、ポイント得点で判定します。ポ 

イント得点は、目（穴）に停止しているボールを１ポイントとし、１０個全てがどこかの目（穴） 

に停止している場合は、特別に「５目１連」が与えられます。（但し、シングルプレーには、５ 

目１連の特別ルールは適用となりません）。 

・勝敗は数の大きい「目」を取ったプレイヤー（チーム）が勝ちとなります。目が同じ場合は連。 

「目」「連」の得点（ライン得点）が同じ場合、ポイント得点が高い方が勝ちとなります。 
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グ ラ ン ド ダ ー ツ

どんなスポーツ？ 

グランドダーツは、ゲートボールを基本に考案され、得点表をねらってスティック 

でボールを打つスポーツです。 

用 具  スティク、ボール（赤、白５個づつ）、得点表 

場 所  屋内、屋外 

人 数  ２～５人 

進め方  ジャンケンで先攻、後攻を決め、スタート地点より交互に得点表をねらい、双方

５回づつスティックでボールを打つ。停止した位置の点数を得点とし、多いチー

ムが勝ちとなる。 

◎ルール◎ 

・３セットを行う。１セットごと打順を変更して 

も良い。 

・停止しているボールには当ててもよい。 

・得点表にボールが停止した位置の点数を得点とし、 

表外は０点となる。 

・先攻、後攻はセットごとで交代する。 
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ク ロ リ テ ィ ー

どんなスポーツ？ 

クロリティは、決められた位置からボードへ向かってリングを投げ、得点を競う投 

げ輪競技です。 

用 具  専用ボード、専用リング２０（金１０、銀１０） 

場 所  屋内が望ましい 

人 数  個人戦、団体戦（２人対２人） 

進め方  ジャンケン等で先攻、後攻を決め、先攻は銀色、後攻は金色のリングでゲームを

開始する。交互に１投づつリングを投げ（シングルス１人１０投、ダブルス１人

５投）得点を数える。総得点の多い方が勝ちとなる。 

◎ルール◎ 

 <投げ輪の距離> 

 小学3年生まで、３ｍと４ｍ 小学４年生～６年生、４ｍと６ｍ 

 中学生～５９歳まで、５ｍと７ｍと９ｍ ６０歳以上４ｍと６ｍ 

 ・競技は３セット又は１セットマッチプレーで行う。３セットマッチプレーの場合は先に２セッ 

ト先取した方が勝ちとなる。ダブルスの場合は、これを２回行う(例えば４人で３ｍを２回)。 

 <得点> 

 得点の数え方にはオールカウント方式とキャンセル方式がある。 

 ●オールカウント方式 

  ボード上の有効得点を全てを得点とする方式 

 ●キャンセル方式 

  相手のリングが３分の１以上重なっているとき下のリングを無効得点とする方式 

 有効得点 

  ・ボード上に単独である場合 

  ・相手チームのリングが３分の１以上、上に重なっている場合は、上に重なっているプレイヤ

ーのリングが得点対象となる。 

・センターポールに入っているリングは全て１０点 

・バックボードにあたってボード上にのったリング 

無効得点 

 ・地面に１度でも落ちてしまったリング 

（対戦中に落ちた場合も含む） 

<その他> 

・ラインを踏んではならない 

・リングは片手で投げる 

 ・リングは１個ずつ投げる 
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テ ィ ー ボ ー ル

どんなスポーツ？ 

ティーボールは、本塁プレートの後方に置いたバッティングティーにボールを載せ、

その止まったボールを打者が打つスポーツです。 

用 具  ボール、バット、バッティングティー 

場 所  屋外 

人 数  １０～１５人対１０～１５人 

進め方  ジャンケンで先攻、後攻を決め、打つチームと守るチームを決める。バッティン

グティーにボールを置き、打者はボールを打つ。守るチームは、打者が打ったボー

ルをアウトにできるよう守る。３アウト後、攻守交代を行う。 

◎ルール◎ 

・投手（ピッチャー）がいないだけで、他は野球と 

同じルールです。 

・守備のチームは１０人とします。それ以外のプレ 

イヤーは、打つだけのプレイヤーとなります。 

・バッティングティーはホームベース後方５０cm 

以上１ｍ以内の間に置く 

・打撃時の軸足の移動は１歩までとし、２歩以上動 

かしたときはワンストライクが加えられる。 

・ツーストライクの後、ファウルを打った場合はア 

ウトとなる。 

・バントやプッシュバント、盗塁、スライディングは禁止。 

・得点は本塁にふれた場合、１点が記録される。 
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フ リ ーブロー（ スポーツ吹矢）

どんなスポーツ？ 

スポーツ吹矢は特殊な吸盤で作られた安全な矢をターゲットに向かって吹き、その得

点を競う吹矢ゲームです。 

用 具  フリーブローセット（吹矢、吹筒、吹き口、ターゲット）、スコアカード 

場 所  屋内 

人 数  シングルス（１対１）、ダブルス（２対２） 

※ダブルスの場合はどちらかのプレイヤーが矢を３本使用します。 

進め方  ジャンケンで先攻、後攻を決め、赤・青の矢を持ちます。まず３ｍ離れた距離から

     ターゲットを狙います。先攻は５本の矢を連続して吹き、後攻と交代します。 

     両チーム吹き終えたらスコアカードに記入します。 

これで第１フレームが終了となります（第５フレームまで行います）。 

     同様に５ｍ、７ｍと行い、合計得点の高い方の勝ちとなります。 

◎ルール◎ 

・ターゲットは円形部分が得点圏で円の中心になるほど、高得点になっています。 

白地部分はマイナス圏でここに矢が当たれば１０点の減点になります。 

得点事例 

○４本の矢が得点圏にあり、その合計が２０点で、マイナス圏に１本ある場合は 

２０点―１０点＝１０点となります。 

○各得点圏に矢が一本ずつ入った場合、その得点は２倍の得点は２倍の得点（６０点）になります。 

○１０点エリアに矢が５本とも入った場合、３倍の得点（１５０点） 

・競技方法 

Ⅰ オールカウント方式 

ターゲットの得点エリアに矢が当たりターゲットに 

付いていたが、競技中や終了後の得点計算の折りに 

故意以外で矢がターゲットから落下した場合、 

その矢も得点に加えます。 

Ⅱ キャンセル方式 

競技が終了し、両者確認のうえに計算しますが、 

ターゲット上の矢のみを計算する方式。 

つまり、計算前に落下した矢は無効になります。 

通常はこの方式が一般的です。 
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ユ ニ カ ー ル

どんなスポーツ？ 

ユニカールはカーリングを屋内で楽しもうと考案されたゲームです。 

スライドカーペット上でストーン６個を滑らせ、センターサークルの目標に近づける

ことを競います。 

用 具  ストーン ６個（青３・黄３） カーペット １枚 

場 所  屋内 

人 数  シングルス（１対１）、トリプルス（３対３） 

進め方  先行・後攻両チームのプレイヤーは交互にストーンを投げ、全員が投げ終わった時

に得点を計算します。これを６回繰り返し、得点を合計して勝敗を決めます。 

◎ルール◎ 

・投球する人の正面に立たないようにしましょう。（オーバーランしたストーンが飛んできます） 

・ストーンを取るとき以外はスライドカーペットに乗らないようにしましょう。 

・ストーンを直接床に置かないようにしましょう。（ワックスが床に付いて危険です） 

・他のストーンに乗り上げたり、横転した場合。 

無効となるプレイ（投げたストーンを取り除きます） 

・ストーンを投げる際にラインのエリアを踏んだり 

越えたりした場合。 

・投球したストーンがガ－ドラインを完全に越えていない場合。 

投げ方 

ストーンのグリップを握り、遠心力を 

利用するためバックスイングします。 

（後方注意） 

ストーンの重さを利用するために、 

左足を踏みだし、低い姿勢で足下から 

滑らせるように投げます。 
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デ ィ ス コ ン

どんなスポーツ？ 

ディスコンは決められたコートの中で赤と青の表裏で色の違う円盤を黄色のポイント

（目標）を目指して投げ合い、よりポイントに近いチームに点数が入るゲームです。

用 具  ディスコンセット（ディスク １２枚 ポイント １枚 コート用ひも １本） 

場 所  屋内 

人 数  シングルス（１対１）、ダブルス（２対２）、トリプルス（３対３） 

※ダブルスの場合はどちらかのプレイヤーが矢を３本使用します。 

進め方  ジャンケンでチームの色を決めます。（勝った方が赤） 

まず、赤チームが黄色いポイントを３ｍ以上投げます。ポイントがコートの外に 

出てしまったら投げ直します。 

次に赤チームがディスクをポイントに向けて投げます。この時ディスクがひっく 

り返って青になった場合やアウトになった場合はもう一度投げます。 

次に青チームが投げます。その後はポイントからの距離が遠いチームが相手より 

近くなるまで投げます。 

どちらかのチームがディスクを全部投げ終わったら、もう一方のチームは残りの 

ディスクを投げても投げなくてもかまいません。得点はポイントに一番近い相手 

のディスクより何枚近いものがあるかを数えます。 

これを繰り返し、先に１１点を獲得したチームの勝利です。 

◎ルール◎ 

・１チーム６枚のディスクを持ちます。 

シングルス：一人６枚、ダブルス：一人３枚、トリプルス：一人２枚 

・コートライン 

（スペースに応じて変更してもよい） 

・得点計算 

１ｍ

3
m

投
盤
ラ
イ
ン

７～１０ｍ

ポイント

ポイントに一番近いのが①、その次が②、その次が③なの

で●が２点となる

①

②

③



17 

ボ ッ チ ャ

どんなスポーツ？ 

ボッチャは、ジャックボール（目標球）を投げ、ボールを投げ合い、ジャックボール

に近づけることを競い合うゲームです。 

用 具  ボール（赤と青）、ジャックボール（白）、コンパス、指示板 

場 所  屋内 

人 数  団体戦、個人戦とも可 

進め方  ジャンケンでチームの色を決めます。（勝った方が赤） 

まず、赤チームがジャックボールを投げます。ジャックボールが無効エリアやコー

トの外に出てしまったら青チームが投げ直します。次に赤チームのジャックボール

を投げた人が続けて自分のチームのボールをジャックボールに向けて投げます。次

に青チームが投げます。その後はジャックボールからの距離が遠いチームが相手よ

り近くなるまで投げます。 

どちらかのチームがボールを全部投げ終わったら、もう一方のチームは残りのボー

ルを全て投げます。得点はジャックボールに一番近いチームのボールより何球近い

ものがあるかを数えます。 

これを４～５回繰り返し、合計得点を競います。 

◎ルール◎ 

・１チーム６球のボールを持ちます。 

個人戦：一人６球、ペア戦：一人３球、団体戦（３人）：一人２球 

・コートライン ・得点計算（例） 

（スペースに応じて変更してもよい） （ジャックボールに一番近いチームのみ得点） 

赤より近いこの青２球が得点 

ジャックボール無効エリア 
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デ ィ ス ゲ ッ タ ー

どんなスポーツ？ 

ディスゲッターは、１～９番までの的にフライングディスクを投げて、的を抜いてい

く遊びです。 

用 具  ディスゲッター９、フライングディスク 

場 所  屋内、屋外とも可 

人 数  団体戦、個人戦とも可 

進め方  （基本の遊び方） 

先攻後攻に分かれ、後攻は１～９の的を好きな位置に配置します。先攻は５回続け

てディスクを投げ、抜いたポイント数を計算したら攻守を交代し、同じ事を繰り 

返します。合計何ポイントの的を抜けるか得点を競います。 

※距離を変えることでハンデをつけたり、難易度を変えることができます。 

◎いろいろな遊び方◎ 

・「ディスク・ストラックアウト」 

何枚的を抜けるかを競う遊び方。抜いた枚数を競います。 

・「ターゲットビンゴ」 

 的に向かってディスクを投げ、縦・横・斜めにビンゴが出来た数を競います。 

・「ディスクＰＫ合戦」 

 ２チームに分かれ、ディスゲッターの的を適当な距離に配置します（対象者のレベルに合わせて）。   

サッカーのＰＫ戦の要領で、どちらが多く的を抜けるか競います。 



◎問合せ先◎

※在庫数量を確認の上、借用数量・期間・目的を申請書に記入して、

〒989-0206　宮城県白石市字寺屋敷前25-6　 　生涯学習課に直接か郵送、もしくはＦＡＸでお申し込みください。

ＴＥＬ　0224-22-1343　　0224-26-2453　　ＦＡＸ　0224-24-5377

種　　　目　　　名 器　　具　　名 在庫借用数量 種　　　目　　　名 器　　具　　名 在庫借用数量

６本入りセット 18 室内用ペタンク ニチレクボールセット 2

ホール 24 ティーボール（１２歳以下用） レク・ティーボールセット 1

カーペットコート 3 サークル・ジャンプ セット 1

ディスク（セット） 3 グラウンド・ダーツ セット 1

キュー（セット） 3 スポーツチャンバラ 組 20

ディスゲッター セット 3 オーバルボール セット 1

囲碁ボール（五目並べゲーム） セット 2 ドッチビー 組 10

クロリティー（スポーツ輪投げ） 公認セット 1 ボール（個） 2

キンボール コンペセット 2 タグ・ベルト（組） 20

フリーブロー（スポーツ吹矢） セット 4 ディスコン セット 1

ユニカール セット 2 ボッチャ セット 2

【注意】　・貸出中の場合もあるので、事前に電話等で確認をお願いします。　　　・運搬は各自でお願いします。

借　　用　　期　　間 返　却　予　定　日

使　　用　　目　　的

　　　　　年　　　　　月　　　　　日
　　　白石市教育委員会　教育長　殿

　　　　　上記のとおり、用器具を借用したいので許可されるよう申請いたします。
           なお、借用物の破損が生じた場合は、修理して返品いたします。また修理が不可能な場合、紛失した場合は同じものを返品いたします。

申　請　者　　

電話

ニュースポーツ用具借用申請書

団体・所属名

住　　　　　所

代表者氏名

シャフルボード

グラウンド・ゴルフ

　　　　　年　　　　　月　　　　　日　　（　　　　　　）　　　　～　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日　（　　　　　　）

白石市教育委員会　生涯学習課（中央公民館内）

タグラグビー
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